





















































































































































































































































































































































































































































































































































































































リ用 王垂 亘垂 ] 山林の荒硬 水系環境の悪化変更に る変化一一m.-
育 l農地の宅地化 山林の宅地化 l水系の埋立.宅地化景
国l-115 都市-農村中間域における景域変化のしくみ




























































































































































































































































2年に｣.Wileyより新たに出版されている｡日本においては､ ｢デザイン･ウイス･ネ チーャー ｣イアン=L=マ
ウハーグ著､集支社､1994年が出版されている｡
































































































































中小都市 (人口10万人未満) 447都市 人口計23.358,515人
うち大都市圏中小都市 92都市 6,311,623人
うち地方中小都市 線弓lき済み 9g都市 5,848,752人
軒道府県 北海過 青森 岩手 宮城 秋EE] 山形 福島 茨城 栃木 群馬 叩玉 千葉 東京 神蕪川 新潟 富山 石川 福井
六秒市田 5 23 6 ll 5




Lug 長野 岐阜 r?岡 莞知 三重 温貰 耳酔 大阪 兵JO 奈良 08LlJ鳥取 島根 岡山 広島 山口 徳島 香川 空相
17 4 12 2 7
2 1 5 2 3 5 3 8 1 1 1 3 5 3 3 2 4
6ll10 7 4 1 2 5 1 6 5 4 5 2 5
高■知 福岡 佐貫 長崎 無本 昔時 大分 鹿児島 沖tt 軒市政IT
92
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市街化区域 空閑地の残る市街地 土地区画整理済み 無理のない建築促進､市'di地水準が向上するためには､ 規制の揺さが問題である耕 整理または土地改良溝 もともと農業用につくられたインフラが､市
み 街地として不足な点を補完する方法
既スプロール地 是も国難な区域o介在農地を保全農地と宅地化農地に色分けし､保全農地の営 条件の保全を計画的に誘導するo




農用地区域外(農 保全の必要のある地域) 建乗規制の弱きが問題である○農用地区域の域 ように､農業側のコントロールの強化が必要であるo
農業振興地域外 (農地保全の必要のある地域) 建築規制の弱きが問題である○農用地区土戒のように､農業側のコントロールの強化が必要であるD
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人 口 約89,000人 約88.000人
世帯数 約26.000世帯 約26.700世帯













































































































































































匹 盟 民間開発住宅団地 IPIq 中心市乱也(旧城下町)
畦 ]丑 区画五秒也区 ⊂:=コ工場
















































































I 】 卜公営住専Efl地 ①
l I L民間聞串伸幸同地 (津山市土地開発公社によるものを含む)②



















中心部-城北 ･城南 ･城西 IB&乗 場 城 ･中央 ･東津山
郊外部=東苫田 ･西苫田 .=官 順 庄 ･高野 ･河辺 .福南 ･佐良山






宅地開発 開発規模開尭後の緑化 住宅地の特徴 市街化に与える影響
住宅団地開発 公営住宅団地 大規模(艶10戸～)o共用スペースの緑化は進んでいないo 老朽化しているものが多くあり､近い将来建て替え事業が増えることが予想されるo 同時に道路や公園などの整備を行う結果､周辺にスプロール開発を誘発する.
民間開発住宅団地 大規模 (戸建て住宅､10敷戸～50戸前後)o住宅の敷地が十分広い団地では各住戸の虚の植栽による緑化が進むo 一戸当たりの広さは比較的広いo 最低鴨の道路監偏
区画整理地区 合計244.6ha(施工中を含む) ビルトアップの遅れ､中高層マンション (4-7帽建て)､建て売り住宅 ばら ちによっ ､成熟したまちなみが形成されていない○住居費 割高で転入者の多くが住宅 不満を示しているo 周B]にスプロール開発を誘発する
スフロール関東 区画整理地区縁辺 個別に戸埋て住宅が建てられるo住宅の敷地が十分大きい場合には各住戸による榛化かすすむ○戸建て住宅は､質の高いものが多いo地価の割高な区画整理地区を避けて持ち家が建てられるE, 個別に開発が進むので､急激な開発拡大は生じてい いが､徐々に広がりつつある○
スプロール地区 小規模 (戸建て住宅､3戸～10 前後)O住宅の敷地が小さくどうしの間隔が 建て売り住宅は､狭小なものや､地盤のよくないもの あり 低質なものが多く見られ 道路整備のなされていない地域にはスプロール開発は生じない.氏にスプロール地区とな
狭小で､緑化スペースがないo緑化は進みにく ○ るo つた場所では､市街化が進行する¢







公的開発!十画 義盟壁価 (か国道などの大幹線道路 塗 廃 娩 ■I/⊥ .A.I ｣ 儲 妄震 ､建売り住宅や賃貸集A
,gr# :.'1 汚-此 れない J .cg'--5'3-l'+.L..f 住宅など品
琶発 竃 佃-BF I → :R閣 慧 (河辺,Ⅲ(W ,m 定 ロール
②県道などの市内幹線道路 堅 塾 ;.:趣 き璽 う; 艶 n _ 鷲
妄 嘉一 転 ~ト 要 義 u
公共施!呈(参工業団地 平野部の農地に- 空 論 広大な周囲にはスプロ..-ル開発が教わ所見られるのみ(神戸川
住)公営住宅団地 星山に集中的に公営住宅団地.学校等が立地している～ その周辺の里山斜面にスプロール地区~次矧 こ農地にも拡大している(林田)n




































































































































0 50 100 150 200 2 5 0 3 0 0 350 100 450
図2-3-4 市内転居者の入手住宅 (1988年住宅統計調査による)



















類型別住宅地 計画的住宅団地 区画整理地区 スプロール開発
公営住宅団地 民間開発住宅団地 区画整理地区縁辺 スプロール地区
位 置 ･郊外部 .周辺部 中心部 .郊外部 如外部 郊外部 .周辺部
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.4小 原
5 押 入
榊 榊 ｢⊂諾芸,T 諾
∴
10五戸思 tI 地元所有者
.li 三 代 卜 ≡
二.3≡ U ≡
15文一官 l【地元所有者
sllr S17 55日 SH15 S5i.l
F的托-T牡- カLi
t洋LlJ) (津山I
S46･i M･～ sIJ･5 sSD S14 Sll･I
県外所有者 一 市外所有者-0印尭一 禿ft予的 一 五押I A鴨 -T住宅
l兵JtL芙5人I 叫央印 榊P) 県外所有者 f山布 状 同




































公宮住宅EZi地 璽 壷 至 1二二 讐 弓 設 顎 TrT 朗 の硯 ＼ ー__
TO仰
昆糊粥先住等EZl旭 1989-73噴 _I 所有者- 【敷回の事王売)
(恩人､卓也 .






















































196時 1965年 1970年 1975年Ll980年 1985年










































































































l ZOH ld lOIM HIHOH.EIO
図2-3-10 今後の宅地開発の方針に肘する
農家の意識
1 11 1M lnH4 1iI Hl
図2-3-11 農家が地域に必要と思って
いる整備項目










-]4日 0-50-50'-lh-1^い7h日hい3hJ3hl ⊂n ih.llnJ -30日 〇･15m5DalIhllh-2hZh--]hJ3hl~
併有脚色面柵 に ココ 10h1-




















































































































































_地区名 面軌 haI A C特別 .内不在I.1 C′A■100 DotiH昔41所有 D′A●lOD tC+D)′^'lDO蒜指針 A(ha一 告モi所有両川(hal 酎 itha)
窯治山 490 94 1.05 1.12 0.83 0.88 2.00
捜古 205 14 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00
西苫田 494 137 0_OO 0.00 0.36 0.26 0.26
東言出 640 148 0,27 0.18 1.20 0.8ー 0.99
二宮 232 .61 Or17 0_28 4_14 6ー79 7.07
昆庄 456 70 0.62 0.89 4.81 6.87 7.76
佐良山 1813 1225 16.10 1.31 19.85 1.62 2.93
描岡 572 288 14.12 4.90 5_31 1.84 6.75
招両 _957 798 10.86 1.36 5.96 015 2.ll
田邑 978 494 36.2C_ 7.35 18.68 3.78 ll.13
-苫 1564 1018 4.35 0.43 0.10 0.01 0.44
高田 3432 2387 98_71 4.lLi 23.46 ロー98 5.12
高志 835 302 0.ll 0.04 0_41 0.14 0.17
igjZ 939 523 0.00 0.00 5.Llg 1.05 1.05
滝尾 579 387 0.00 0二00 1.ll 0.29 0.29
成毛 648 246 1ー57 0.64 10.45 J1.25 4.89
高F7 _ 676 102 0.00 0.00 0.32 - 0.31 0.31
広野 798 418 79.3g 18.99 9.23 2.21 21.20
大崎 1105 604 8.35 1.38 ll.57 1.92 3.30








EEZd 20-25% に=ヨ 5-100/.
田 15-20% に=コ1-5%
E正ヨ10-15% にコ 1%以下
図 2-3- 15(21会社有林が地区 図2-3-1513)津山市の主な
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田邑地区 両石山林面軸 ) 田中は号米※会社も 【所在抱 717輔 広葉は拝‡3.は枯その他 計
Ⅰ廷旺 淳山市 6 92 8 13 119TOTO
Kは蛙 岡山県 6 61283T①丁⑳T産業 大正貞一#Li]75 435 751 15 82
K悪気 兵庫県 75 48 日59282T③
S土鳩 大 9 T◎
Z通商 津山市 27 28 227 T⑤丁◎T◎N晩にH杜 大破肩臨月 3 5 1990 3026 26 13 210155
7両事 大願 83 152 235T◎
S住宅 大隈府 95 65 160T㊨
S副耳 兵庫県 87 272 79 67 505T⑳
C土埠 津山市 7 715T⑳N葡壷 大阪府 15
N他用 大阪府 13 13T①
N産弄 大鑑后 20 20T㊥
H食品 岡山県 12 54 11 77T⑥


























































































































































































































①記念物保存 (Denkmalschutz)､②伝統的農家 ･町家の保存 ･技術継承､③廃虚を含む自然風景
(Landschaft旺3)の保護､④その土地固有の動植物､地学的特賞の保護､⑤民芸の継承､⑥習俗 ･












･ー- ドイ- 主な- シ僻 目瀬棚 耶 日 経 深謀一発城取 の取 ヨー ロγ′<の主t.I動轟




9ー8J朗虻起榊 虫姓胆 芳弗 ト- - -迦盟の白的:- 1ミiWZ吋卜rr明Elの田園拓市3',:このころ9-p,パ各塊で :㌔- - 一一白紙-郷土綴媒種勤lき14邦-次世辞大敗199 ベルサイユ象約3 邦二 界 牡 J
1904 プロイセン天応急設 切株埋ま 静1定 ①吉己忠敬保存
9ー89 lJユ二手プ舶fl仔 を自然保守区指定 L 宅)Fz=枕的義家.町家の羅存-技術船承
19ユ4邦一次世界大戦 母床虚を含む白紙乳放くLあd星Chaft)の採i
⑳その土地固有の動植物､地学的緒環







1933 ヒ-jトラ-内湖 或立 白熱隈撮区.天楓E己食物.泉城tLand-
1935端 点畠繊 毛震琉:>{>-一一schaーL)促張区などの保媒静圧 帝人
単体鐸譲から生息窒閉経は-
139ー 第二次世界大蛇
1945 ドイツ降伏 1933 新しい研究領敏｢ラ.Jrか77エコpyl- l945 ドイツ降伏
1949 軒西ドイツ成立 (見切生岱学)J引 山が娃喝I68 連邦建設法 則定 1949 発.西ドイly成立Sl rベルリンの虫横井は毒?.EC発足 くさカ母)このころからECで農産蜘1970年代泣叫-のころから敵性耐 岨-l82一 :棚 政市(CA円割引ヒ5 7: 特定b7lErJ~1mの







197l淡 泊藍等地 ‡扶養賂 勘 轍 と鵠汝｣ -①入関の触感と人肌こふさわい､生執こ必
冥な領域を確保
1973ハ一山 ./.ラ1.JT/hf7Tれ 如 け ,ヒ潮 シユタ1.I. ¢土地空気水勅柾功罪を密絞不可姥な人
:≡;ミ～器 ≡'L= … 晋器 季曇喜芋窪 敷 芸触
9ー75州 ラE./.ダ 朴ー77-仇 Tri■t/.Fユ好ムイ舶州
兼域株泣法相76過 重親書達 勝 て掛 一 一①自然保掛 東塔保全に地域生怒系床店
197g サY-脚 洲 長城保技法 の懸念 帝人
1980 校の真 東足 ①長城十回システム(L山 S亡M l叩t- 昔)
l988-碁37{L滋洲 第二次と.才け 洪真 申庶化
9ー-81ニサ イ的洲 粥 雑 誌 約 鰍 酌 附 された雛 脚 を郎 て
l98各 連邦内務省から連邦申せ富が改定 いない)と結城される朋7凍 鰯 連銀脚 較崇洗 練 雄 塩 - 'ビオ卜 プ岬用耐 性海 鳩 瑚r文化景旭伽王turlands亡hafl)採全､ 頂脚 相性寄掛 7tユ/捕指針を煤け88 チ&Jt>/ブイij将羅解放
1989 ベルリンの監脱境 種と.i-オト プ絹 謙Jが内奄豊吉に 1988 JIC:CAPt一けI什蹄












西 ドイツ連邦喜轟会において､環境プログラムが提出された｡このプログラムは､ ｢自然生態系に対 し
て人間が加える侵害｣から自然生態系を守るという､現行の連邦自然保護法の理念と､ ｢予防 ･原因
者負担 ･協力｣という3大原則を示した｡この後､連邦に先駆けていくつかの州では､州の自然保護
法 は たは､景域保護法)が制定された｡これらの動きの背景として､農業政策がある｡戦後の ドイ














ようなプランとするべきであることが規定されている｡空間整備法においても ｢第 1条 空間整備の





































1 景域とビオ トー プの概念
｢ビオ トー プ (Biotope)｣とは､ ｢ある特定の生物社会 (Lebensgemeinschaft)が存在する､
空間的に区分可能な棲息空間の単位｣､｢ひとまとまりの生態系が存在する空間単位(Raumeinheit)｣
を意味し､ドイツ国内に存在するビオト プ区分のリストがすでにつくられている (表3-3-日 ｡




っまり､ ｢景域｣を生物学的に区分した空間単位が､ ｢ビオト プ｣である｡同様に地質学的に区
分すれば､ぺドト プ､水文学的に区分すればヒドロトー 7､微気候によって区分すればクリマト
プというように､景域を構成するいくつかの空間単位の設定の仕方力鳩 るロ

























































































































































































































ビオ トー プ､州レベルで保護されるべきビオト-プの設定や､JILlによるビオ トー プの分布地図づくり
作業など､計画や保護プDグラムなどに効果的に取り入れやすいような各種の情報が､ビオ トー プと
いう空間単位を基盤として整えられてきている｡
ビオトー プは､景域 の構成要素であるから､地球上のあらゆる部分はなんらかのビオ トー プであ
って､都市もビオトー プである｡ただ､生息する動植物種に薯目した空間単位であるから､都市より
も農業地域､農業地域よりも自然に近い地域に､ビオトー プのタイプは､多種多様になる｡景域計画






















































































































分を示す)に示すように､連邦自然保護法第3葺 ｢一般的保護 ･保全育成｣の指針､第4章 ｢自然と

















































花とt-1卜 7` 信ii7`ロ グ ラ ム
い指針､の3つの主題について､その具体的内容を景域プランに表現することができることが､位置
づけられている｡












































らの保護区に該当する地区 ･対象の自然 t景域の特徴の評価が科学的 (生態学的)なものとなった｡
表3-3-3は､連邦自然保護法の各保護区 ･保護対象の指定根拠をまとめたものである｡
第5章 ｢野生の動植物種の保護と保全｣の内容は1987年改正時に大幅に充実化された｡特に､
第20尭C｢特定のビオトー プの保護｣は､具体的に保護を義持づけるビオ トー プを列挙したもので
(蓑3-3-4)､ドイツの全国で保護が最も優先されるビオ トー プを決定したものである｡また､

























































手入れH先の早 さ≡ 回はI,=YL,成または .絹本到













































1) ビオ トー プ概念が果たす役割
図3-4-2は､景域プランの作成のフロ-を単純化して示したものだが､これらの作成手順の中
で､ ｢ビオ トー プ｣という空間概念が重要な役割を持つのは､以下の4つの段階においてであるq
①景域プラン作成のための基礎調査
景域プランをつくるときには､基礎データとして､地質､水系､気候 ･風､地形 (傾斜度)､植生､
ビオ トー プ現況､土地利用現況､交通 ･インフラ現況､観光施設現況､各現況の目標図等の固化が行
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プログラム乗施契約書
図3-4-4 低い山岳地に封するプログラム
(M inlsterhJm luerUm w elt.Raum ordnung,und Landw irtschaft.des





1973- 基はEB]宜 .データの地図化 ビオ ト-プ台帳>1982 マニュアルの用意州全f郡)明宝開始
1978 .ヰ調査報告書






1987 第二幸案 完成 一読決
↓公示､市民.利害関係者の蕎見時集､修正-捕足
1988 景域プラン素 読決 .876/9-7I31
是韓フラン累とビオトー プ台帳をまとめて
l 提 出
也 l7} ().[1): LOLF州エコロ荒技整備.蒜林主画ジー .講究所V19883/17景域プラン 施行 承 認I


























土壌への栄正の供給かよい 地下水や滞留水への混入が少TJい 静雷や.n指による租借 .被害か少ない
土壌の通気性がよい 永久湿地かTd-い 中程度の気温




土壌浸食 .流出が起こリやすい 弓も風の頻度か小引 ､
平地-中程度の傾斜地土壌への水供給が十分 謁や諒の頻度.推無性か小引 ヽ




単位 湖在自然植生一視植生 傾斜∴土蛇 通した土地利用 保規の主星藁
6 Prune-FTabiTLClun 河谷.低地 山地丘陵也だ/の品め域I 林泉.粗放的レクrJエ-hン 水貫操技区
5ー 14-;ji' 河谷 放牧地.粗放的けJエーシ】./(泉城の多様性は軽ね高い) 水J'E保控区
16 +7'f
31 HaiJISiEMen一丁ナ 揖ね急傾斜 円珊丘 放牧地､粗放的一事鮎勺的レクEJi-シ)>.住宅
32 †LTt`う 平坦-中書呈鑑の傾斜 鹿軽視処理地も可
33 十川 ラ`&;-E地 平地-中寺呈度の傾斜 鋲牧地.粗放的し9Iエう)'J
34 轄ね急性糾 放牧地,粗放的L,brJエ-}r/､森林他
44 Ferlgras-Tナ 平地-中書呈度の性糾 放ii地.粗放的.集約的t.tr)エーシ】-/ 地下水汚染の肪止住宅 周Eaの水菜保ZI区に上声じる5 軽ね急帖斜
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累増単位 1地下水に影響のある谷や川谷 2平地または斜面地のせき止め湿地 3パールサー丘陵の平地から波状地にかけての黄柴寒湿地 4表土の少ない土壌浸食を
受けている斜面地 5コ-ネリミユンスター地区の舌火山地形の地区で表土の
少ない場所が点在する堅い石灰基盤にテラロツサ屑の地域 6レス土地帯 等
価値の高い 近自然的､希少な､侵害の恐れがある､ビオ トー プ/地質学的､地形学的､歴













































































































樹園などのビオ トー プが多く指定されている (衰3-4-7)O多くの場合､維持 .管理の一形式と
して､ ｢粗放的に｣利用することが要求されている｡ ｢粗放的利用｣とは､基本的にはその ｢景域の
持続的あるいは大きな変形を伴わない利用｣であり､肥料や農藁の使用は禁止される｡







湿地帯 14 河川谷 ll オーク杯 3
湿地牧草地 7 河Jl 27 薪歳林 1
湿地林 6 湧水地 2 石切場 3
湿地に立地する排水路 4 谷地形の草地 1 線路跡地 1
弛 4 乾燥草原 1 浄水場跡地 1
養魚池 2 半乾燥草原 7 子の帆
雨水貯留地 4 果樹園牧草地 24 合計 137カ所
･地質学的天然記念物 (GeologischesNaturdenkmal､景域プラン中ではGNDと暗記)






























































③ 地表に連結して立地するビオ トー プの安全の確保と成長


















































































































山山山 上ご出 ゝ LI-ii_
単位面積あたり 短い草の草原 低い植え込み 雑木林 森 林



















蓑3-5-3 都市的地域の重要なビオ トー プの例ifzO
1.郡市旭丘では (托して)他の土地利用に取って習わられるビオト-1
---.. 蒜柿.拍重地と指作旭.野菜鼓培地､ワイン (ブ ドウ)旭丘旺
2_員型的な都市旭堤のビオ トー プ






ビオ トー プ' (京成鞍 .侵害を萱けるもの) (未成!f!.侵害を受けるもの)
(宋成鞍 .佳害を受けるもの) 鉄道鞍鞄の籍辺 I:ij木の切リ壌
砂利の荘重鳩 送電.tJOF尉也の紘辺 謹ラ指の矩辺の小さな報貢地
5 建設計画と補償措置il'





ついて述べれば､新しくビオ トー プを創出しさえすれば氏存のビオ トー プを墳してもよいのではなく､
建設による利益､ビオ トー プを保讃することによる利益の両方が検討され､どうしても侵害が避けら


























































































































































法律 地域地区名 面硝 (ha) 出典






首節圏/近地圏 近郊緑地保全区域 96,857.0 線の基本計画ハンドフ`7クより1!柑3年3月菜時点

































































































































































一般に景域は､各因子に注目して､土壌のまとまりこ/とに区分した ｢ぺドトー プ｣､水系 ･水収支
のまとまりL_.とに区分した ｢ヒドDトー プ｣､微気候のまとまりごとに区分した ｢クリマ トー プ｣､





















































地域レベル 一 地区レベル 一 地点レベル
(システム) (サブシステム) (ビオ トー プ)
十 十 十
























































①水かん襲機能Kw 降水量､土地劃且､傾斜､土壌の種類｣地質 地層層厚 Kw=0.7(0.3r+0.6L+0.1a)+0.3(0.ls+0.1g十0.4t+0.4gw)L:森林=3,田=4.住宅地=1.その他の市街地=o
②洪水防止機能Kf 降水量､土地塾L且､ Kf=2｢+3L+2a+2S十g+tP
傾斜､土壌の種類､地質 地形分類 L:評点は文献に~おいては与えられていない






㊥土砂補填防止機能 傾斜､土地圭岨 ､降水量､標高､斜面方位 丘姐星遁生 性､斜面形状 絶対評価がEf)革なため､数式化せずo
特定の地域のなかで､相対的に機能の大小を判定するo
(9土壌浸食防止地能 緯水量､傾斜､土地圭吐且 土鳩の種類､土性 E=R.a.Ltり2(ら+sq卜100E L:林=0,07､田=0.28､市街地=0.17､住宅地=0.27
D L:水EE=0､柿〒1､乾El=2､畑=6､人エ改変地=o
⑦居住快適性租能 塵生､傾斜 心理的機能であるため､数式化せず







































①土壌をつくる ②地下水をつくる ③地表水を浄化する ⑥大気の浄化/ちり.ほこりの吸着
















地藁固有値 BodenkeltnYert=BKW 1 2 3 4 5 6
(水の浸透性､地下水かん茸､ 土鳩を 地下水 地表水 買候の 冷た く 植物を
大気に湿度を与える樋舵を つ くる をつ く を浄化 浄化/ 新A芋な 育 てる
もとに)○=原MtLT子のi超.仁者5'すき る す る テFJ.ネコrJの吸滑 大気をつ くる気温差 自由に育つ主力物 (ヒ`才
1コDジー8度b{A いがせ占 の増和 ト7●)
而而 -1'iir'-fiiL●BKW=1.0白描状蛭の土鳩(水面を ,皇Lt)で人為的TJ:吐書かないもの O - ○ ○ ○ ○ ○
BKW=0.9払拭して川謁苫れる.'人工水面または巴旭でモの土埠の旺生を吾Llもの ○ (⊃ ○ ○ ○ ○
B川=0.6自M.に任せて改正された毘土砂ー利の芝地.砂地など)ならび 脚 唱柾l六盟こおかれている 柳 瀬き石 ○ ○ ○ ○ ○
語 間 繭 謹 呈嘉 E欝 ○ ○ ○
BKW=8.2丘fR脚ヒ ○ ○ ○ ○ ○
BXW=0.07スフ丁ルト.れき■_m_:1...,T. やコンクリ-トによるLA鼠Il"HHHHt川州‡ すPn,l菅現 し浮芸謡 リ

















土抱弄三状土地利用 樹林 辛 .茂み 5'it.土 .石 試買 強豪地 水A 弘 止血.h _a.10_CbH P. ==■∈ = = コ 天 王 := _._こ丞:L ｢⊂=了
純色 見LLJ H木綿祉再拝 等 岸亭地 茅場特技 等 旺指節短 群議ニー 特正 等 ;pB水埴 淫埴q
農地 別本類 水E]出 屯早蒜芋放牧地 等 jR迂 ニー 長講 等
水系 .水面 河川Jt 塩析 等 河川放 局所 等 河川丑 堤防 等 とめt;5 水23河川 等
宅地 竣功黙弛 LZ息拝 等 El等 E グラウン ド屯_t蝿 等 FZ グラウン ドtiJ鳩 等 住宅等Lt声頼
I逆_q 識別 等 適格 道鞄
企画 3Zl我 等 EI我 等 LL宍勅
空砲 .持抱 Jl亭地 口兜等 汝11等九日iF.LfヰiT. 等 汝tJ等よき鳩Al iE, 羊












































空間満成レベル l 様々な単位がモザイク状に分布 空間単位の配置が多様性に富む2 地形が変化に富む















































































宅地 / 市 街 地 .集 落
□ その他の草地






























平野部水田 山麓水田 里山斜面 里山山頂
･il営住宅由地 ① ② .




























ス_チ. 一′ ､ヽJ ､ 林地-水聖-農地システ与′ ＼
ム ー 農地サブシステム ′ ー 林地サブシステム ′一′ ヽ
､ 水系システム ′
平野部水田 ; 山範水田 里山斜面 : 里山山頂
土地形状変更 辛.茂み (水田､畑､畦畔) 樹林寸秒.土.石､舗装､建ベい地 寸秒.土.石､舗装､延べい地
テム ← 林地-水系-農地システムの切断-→
変更 キ 水ー系サブシステムの変更-> -

























まず､住宅地開発の前後にみられる土地利用は､ ｢道路｣､ ｢公園｣､ ｢空地｣､住宅と庭からな
る住宅の ｢建物敷地｣､ ｢農地｣､ ｢林地｣である｡これらの土地利用に対応する土地形状をみると､
山林は ｢樹林｣､農地が､水田や畑､畦畔からなる ｢草 ･茂み｣に分類されると考えられる｡道路は､
アスファルトもしくはコンクリートの ｢舗装｣､住宅の建物敷地は､住宅の建物で覆われている ｢住
宅延べい地｣と､住宅の周囲の ｢庭｣に分けられ､前者は ｢睦べい地｣､後者は駐車スペースや植栽
等 ｢舗装｣ ｢砂 .土 ･石｣ ｢草 ･茂み｣ ｢樹林｣が様々な混じりあった土地形状となっているQ同様











土地Jl'Z状土地利用 樹林 革 .茂み 砂 .土 一石 舗宗 娃諒1也 水1.0 1.8-0.6 0.6-.0.2 0.3一〇_1 0.0
林地 ⊂ ⊃
農地 . - ●■
水系 -水面
宅地 廷初敷地 r 0*0.5 庭0.3 I住宅王室蔽地0
逆掩 ∈ ⊃
企画 IT公園0.3





空気の浄化 ･気候穏和 ･ビオトー プとしての穂能をもっており､土壌の形成機能をも備えている人工
的に形成された緑地に近いと考えられることから､0.9と設定する｡
｢公園｣ ｢空地｣ ｢虐｣は蓑4-3-2に示すように､ ｢舗装｣ ｢砂 ･土 ･石｣ ｢草 ･茂み｣｢樹
林｣が様々に混じりあった土地形状をもっている｡このうち ｢公園｣ ｢空地｣は一般に､わずかな植
栽を除いて植生が立地しておらず､踏み固められた ｢砂 ･土 ･石｣の面と､コンクリートやアスファ




めるものである｡そこで､ ｢秒 ･土 ･石｣と ｢舗装｣からなる ｢公園｣ ｢空地｣に対応する平均的な
地表固有値を0.3と設定する｡ ｢虐｣については､その広さにより土地形状が大きく異なる傾向があ
る｡一般に､駐車スペースおよび玄関周辺､テラス等の20-30【丁ほどが ｢舗装｣となり､それ以
外が ｢砂 -土 ･石｣ ｢草 ･茂み｣ ｢樹林｣が様々に混じりあった土地形状となる｡住宅の敷地が40
坪以下の小さいものでは､建ぺい率が約500/.であるとすれば､庭の面積は約66mz以下となり狭い
ためほとんど植栽が行われず､ ｢砂 ･土 ･石｣となる｡住宅の敷地に余裕があるほど､ ｢草 ･茂み｣
が多くみられ大規模な農家住宅などでは部分的に ｢樹林｣もみられるようになるということである｡
また､これは､住宅開発から年数を経ることによって､ ｢草 ･茂み｣等が成長するという面もある｡




以上より､地表固有値の設定は､ ｢道路｣0.1､ ｢住宅延べい地｣および ｢利用不可能空地｣0.0､､

















































































表 4-3-3日】 類型別住宅地開発の評価 :/jil営住宅団地-平野部水田
合計面積 道路面根 公園 利用不可能 住宅敷地 現建築面積 開発前 環境保全棟能
S R P 空地 V H K 土地形状 変化 』∈
l団地 16.900 3.150 983 0 12.767 6.027 農地 -12.578
0団地 16一900 5,488 500 0 10.912 5,344 農地 -12.841
用途地域 法定建ぺい率 建築可能面積 環境保全機能
a H.a 変化dE'





価 爪営侶{田地 里山山頂蓑4-3-3(2)類型別住宅地開発の評価 :公署1羊毛田沌-呈UJUJl,Ei
国道大規ヰ農遭.‥.イI-;.:..":.:粁りLl;秤 .N ② 公営住宅団地-呈山山頂
■｢一､ 一●一■
ll-I.-I -､ f/J｢｣●▲■ ∫･.:S.:.:=i垂..l'l■●一■N㊨ .TTTTm
無 題 透過 L嚢.L~Li,.I
ン､t:iJfL工 HK団地･>e
I一JH-f }'];':' .:..:..夢 H団地
辛 ,hit . ..芋,t当..I.､':. :.. .'■ミラ■ .- ,i-,.摘一J'=' :':I' ■亘.-､JJl.:r ト･];j , :.●lこ… . i,.., i,
040 80 120160200m
合計面規 道路面積 公園 利用不可能 住宅敷地 現建築面碑 開発前 環境保全機能
s R P 空地 v H K 土地形状 変化 dE
N団地 35,000 5,145 150 3000 26,705 13,025 樹林 -27.601
HK団地 36.000 .9.030 613 026,358 13.775 樹林 -28一622
H団地 47.500 8.275 1550 500 37.175 16,275 樹林 -35.758
用途地域 法定延べい蜜 建築可能面碩 環境保全機能 Ai AE'
a H.a 変化』E' S S
-住 50 13,353 -27.764 -0.789 -0_793
-住 50 13.179 -28,324 -0795 -0.787
-住､住居 50､-部60 18,588 -36.914 -0.753 -0.777
凡例 :地表固有値の分布 :
■ =0.0 □ -0.3 田 =0.9




? ? ? ?〝 ?
合計面積 道路面積 公園 -利用不可能 住宅敷地 現建築面積 開発前 環境保全機能
S R P 空地 V H K 土地利用 変化 』E
事例Å 3.100 0,46g 0 0 2.631 875 農地 -2.216
事例B 2,800 0,375 0 0 2.425 938 農地 -2.036
事例C 3,300 0,519 0 0 2,78l 1.375 農地 -2,496-
用途地域 法定建ぺい率 建築可能面根 環境保全機能
a H.a 変化dE-
無指定 70(現40) 1.842 -2.506
無指定 70(現40) 1.698 -21264
一任 50 1391 -2.501









S R P 空地 V H K 土地利用 変化 』E
事例E 7,975 978 0 -0 6.998 1,531 _樹林 -6,237
事例F 11一750 1.630 0 0 10.120 513 樹林 -8.705
事例G 29,475 4,385 0 488 24.603 5.750 樹林 -19.610
用途地域 法定建ぺい率 建築可能面積 環境保全機能
a H.a 変化』E'
無指定 70(現40) 4.898 -7.247
無指定 70(現40) 7.084 -10,676

















































合計面相 道路面積 公園 利用不可能 住宅敷地 現建築面積 開発前 環境保全機能
S R P 要地 ∨ H K 土地利用 変化 』E
丁団地 35.000 6一480 981 2.225 25.314 ll.806 樹林 -27.304







表 4- 3- 3(6) 類型別住宅地開発の評価こ区画整理地区一平野部水田
合計面碑 道路面積 公園 利用不可能 住宅敷地 現建築面根 現農地 開発前
S R P 空地 ∨ H K F 土地利用
事例｣ 40.000 6.912 0 020.013 8,775 13.075 農地
頂規保全職能 用途地域 法定建ぺい率 建築可能面積環境保全権能
変化 』E a H.a 変化』E'







国道大讐 野 ;31,I:,;I:ia+ ⑨ スプロール地区-平野部水田
NN⑪ oTi7 Tm -1■-" ～ l 1■ _澗 MZITT"
IJ00 20 40 60 8
∫一l藍 ._亡 . H L- ｣ 丁 .I) =潤 .-Sv T L'Q 卦 昔ヨ ′ー/tt.I:'J描 . F J 三 事 例 R三■ 1一√tdLIll.ll lL主胤 声 十 l…
亡､.100m
合計面相 道路面碩 公園 利用不可能 住宅敷地 現建築面積 開発前 環境保全機能
S R P 空地 V H K 土地利用 変化 』E
事例L 2.475 284 0 0 2.191 1,400 農地 -1962
事例M 3.313 413 0 D 2.900 1,544 農地 -2533
事例 N 2.938 681 0 0 2.256 1,141 農地 -2241
事例P 2,167 214 0 0 1.953 781 農地 -1578
事例0 1,625 0 D 0 1.625 897 農地 -1244
事例R 1,119 0 D 0 1,119 438 農地 -803
用途地域 法定建ぺい率 建築可能面積 環境保全機能 』E dE'
a H.a 変化』E' S S
無指定 70(現40) 1,533 -2,m2 -0.793 -0.bog
無指定 7D(現40) 2,030' -2,679 -0.765 -0_809
無指定 70(現40) 1,579 -2,373 -0/763 -0.808
無指定 70(現40) 1,367 -1,753 -0.728 -0.809
無指定 70(蔑40) り 38 -T即 6 -0.766 -0_810
一任 50 560 -839 -0.717 -0.750
凡例 :地表固有値の分布 :
■ =o_o 口=0.3 E]=0.9









































会計面根 道路面積 公園 利用不可能 住宅敷地 現建築面積 開発前 環境保全 機 能
S R P 空地 ∨ H K 土地利用 変化 』E
事例S 2.344 0 0 0 2.344 794 農地 -1644
事例∪ 2.994 148 0 0 2.846 731 農地 -2045
事例V. 5.225 763 0 0 4,463 906 農地 -3559
事例W 3.875 706 0 0 3.16g 1一150 農地 -2811
事例x 2,988 386 0 0 2.602 1.075 農地 -2192
用途地域 法定建ぺい率 建築可告巨面根 環境保全機能
a H一a 変化dEt
無指定 70(現40) 1,641 -1.898_
一任､無 50､-部70 1.426 -2,254
無指定 70(現40) 3.124 -4.225



















































































































地表固有値=0.0 地表固有値=0.~1 地表固有値=0.6 !面積合計 単位面積当たり環境保全嘩能
面積 (ha) 1.31 1.90 5.60 8.81 0.403




























①住宅棟を全て屋上緑化する - 団地の建物の地表固有値 :0.0-ケ0.2
②駐車場を目地をあけた石で舗装したものにする - 駐車場の地表固有値 :0.1->0.3











lcTil.聖 JL二 一 Jit:'h--L ニー
lllllll-
地表固有値=0.0 地表固有値-0.1 地表固有値=0.6 面積合計 単位面積当たり環境保全機能
面揖 (ha) 1.31 3_23 4.27 8.81 0.328
内訳 田地の建物1.12ha 虫車場1.74ha 全面積から建物､虫事項､
地表固有値-0.0 地表固有値-0.1 地表固有値=0.6 面積合計 単位面積当たり環境保全樺能 -
面積 (ha) 0.838 8.23 4.74 8.81 0.360
内訳 団地の建物0.648ha 監事場1.74ha 全面積から建物､忠幸場､
a{OJO ICCrTl
=二■≠:二二二二コ
地表固有値-0.0 地表固有値-0.1 地表固有値-0.6 面積合言l 単位面積当たり環境保全機能
面積 (ha) 1.14 3.23 4.44 8.81 0.339
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第 6章 市民レクリエーションの場 としての緑地の利用






































































































































蒲有林 十 国に道連 -包有林
ヰ 担保など =民有林





ヰ 大字有 ･旧村有 ｢
ウ 故人共有 ｣に分割 :政人共有あるいは個人有に分割された山林
ヰ 個人有 ｣ の一部は入会が解消されるものもある
4.戦後
⑤山林の盛乗 :1945年前後.戦中･後 山林の乱伐 (戦時中の木材蒋要と､戦後復興建設用)






軌 ｢津山市史第三巷 近世卜森藩時代-｣津山市市史編纂会編 および ｢岡山県史 近世川｣｢岡山県史





























｢ 個人有柿 ｢ 代表者名義による (萱記上の個人有)共有
卜 入会林 T (横行)共有林 + 共同あるいは代表者数名名義による共有



























































































(l)入 会 林 の 有 無 (母集団帽 苗のあった101町内会) (2)入会林をもたない町内での採葦方法
町 内 で 入 会 利 用 を す る林 野 の 有 軸 u]T内 全 数
ー あ る 6 4
2 な い 25












(4)入会権の範囲 (母集臥 摘 在またLま過去tニ入会柏をもつ77町内会l
入会柾を持つ人の集団 町内全数 入会権を持つ人の範Ef] 町内全数
1 小字 6 1 農業に従事する著 9
2 大字 35 2 農地を所有する老 6
3 旧村 1ー !3 居住者の全員 26















(61入会林の管理運営主体 (母矧 ま現在入会朋 もつ6岬 内舎)
入会地の管理運世主体 町 内 全 数
~i 町内会 3 4






S20年以前の入会地の利用 町内全数 SZD年以前の入会地の自然の状埋 nr内全数
ー 採 重 51 1 7力マツの雑木林 44
2 薪炭綿 44 2 クヌギやコナラの雑木林 17.
3 茅 場 i3 3 手三やヒノ辛の森林 19
4 林 業 21 4 その他の雑木林 35
5 林産物の収穫 ll 5 背の低い木や革や吉のまじつた状FL! 19
6 放 牧 8 6 すすき葦原 5




林業 (植林 .林産物収穫を含む) 13







下刈リ管理+放置 2 - -
一部開発 2
放置 2 1 - -




























1 会 社 9





























































































529(1954)年7月 田邑区 高田区 吉見山区 東一宮区 河辺区 大喝区
10村編入合併時設定
表5-2-6 財産区の運営














財産区名称 (含まれる地区名) 設定年月 財産の場所 面積 (林野)
第五 (西苫田､小田中) S4.2 上楠野 25,42h
第九 (院庄､神戸) S4.2 福田､下 邑 28.39h制限林27.18h
佐良山 (旧佳良山村) S16.2 平福､高尾､種福田､皿､一方など市外にも 272.19h制限柿165.llh人工林3846
吉見山 (旧高野村､旧神慮村) S29.7 吉見 15.95h制服杯6.71h人工林1115
大崎 (旧大喝村) S29.7 金井､西吉田梱原町にも 3.95h
田邑 (旧田呂村) S29.7 上 .下田邑西田辺一宮 63.12h制限林 .04h人工林24 1
高田 (旧高田村) S29.7 上楠野 29.96h制限枠23103h人工林 4.






所有葉頁聖 利用 .管理状況 将来の利用 .管雫意向 市徳化に伴う変化傾向
個人有林 放棄 消極的現状維持 .地元業者による開発
財産区 維持 序々に減らす 財産区経営のため切り売り
森林組合有林 植林 .維持 林業 .健康に維持 育林 .林業経営





























































































.土地の利用者 土地の利用 土地改良区との関係 市街化の進行による影響
組合員 (農家) 農地の利用 組合費の支払い 農家の減少組合革収入の減少管理作菓従事者の減少(農業用排水の利用)管理作業への参加
組合員/非組合員 農地の宅地への転用 土地改良区による転用への承認の必要 (農地法)転用決済金 転用の増加時は決済金収入増加









































































































































































蓑 5- 3- 3(1) 京 都 市 山科区薫山土地改良区の粒要と農薬用水束管守
京 高 市 山 科 区 東 山土地改良区
<市 街 地 > Q〕組綴 しこ水利組合との関係J
｢華 ≡ 琵 ∋1
凡例 ②組合員 (鹿家)･組合員坪の支払い (1500円/辛 .戸)により水利権の確保退会 :改良区への届け出と手数料■ 山紬t)Jtla l I-jL.;■-
■ ため池 .-河川1 市街地 ㌔, 一I 1t宗:.聖野 ･組合員による転用 (農地法4､5集)手数料と決済金の支払い.;:
~ー主なRt集 改良区承認の取得が必要
用水紬 帆 .ヽ ヨ I,-.下流 .隣接農家の意見などをもとに:㌘地区に還付金 .一部改良区の収入③水利施設管理の作業
ゞ
水利システム 琵琶湖蔭東山用水路 (幹隷)水からのため池 (財産区)土警改良区菅聖二丁野 口71線 .I.....I.;..3 .
作業 泥さらえl雑草刈り 修 繕
額 度 年1回 随時
実施者 く幹線)改良区の役員 施主 :改良区
表 5-3-3(2) 津山市高野牛の子井埋土地改良区の概要と農業 用水 系 管坪
津 山 市 高 野 牛の子井堰土地改良区 土地改良区の概要
<混在地区> ①組総他地域からの通耕 が増加中であるため､川崎地土地利用鳩成 下水道普及車 : 0%
凡例 .一肌-JI'■ 山綿 芸臥 旭 . .､i.IヽIーy,>,.J'.I. 1 l,.-!甘 ,.J:.,<､一.ー:て一 区などと改良区連合 を組織o例)川崎の農家が高野に通耕する場合､賦課金を牛の子井堰土地改良区 支払い､一部を川崎の組合に移す②組合員 (農家)74戸/町総戸数224･組合員賦課金 (300円/辛 .ha)により水利権 確保退会 :改良区への届け出 .止水栓による転用 (農地法4 5条)転用料の支払い :賦課金向こう10年分他 組 員の負担の増加を抑える)改良区承認の取得が必要-下流 .隣接農家の意見などをもとに砂確fFで漏水が早いこと､市の上水道確保のため建設､合同
井壇捜投 .パイプライン化し､節約される上水を市に売却 工場 .大規模商■店の場合が問題3水利施設管理の作業
水利システム
除 パルフ 排水は地上水路●…■■● --■- -●=‥
作業 水路掃除 雑草刈.土あげ 道なおし 止水栓
頼度 4.10月 年1-2回 年2回 随時
用水地下バイ~フィンで 田の水を落とす時 土の
実施 町内会 改良区 隣組 改良区加茂川 各耕地に直結
牛の子井偉 (合同井堰) 普 (非農等含)
汚水雨水の処理
表 5- 3- 3(3) 津 山 市柴保井束苫田土地改良区の概要と農薬用水系管理
津 山 市 紫 保 井 東 苫田土地改良区
<混 在 地 区>
土地利用は成
lL山 林 '1誇 n ■ 一
G]射 色 ｢
▲た め 池 ･･pl 川 音

















(9水 利 施 設 管 理 の 作業
強 葦 刈 り 俺繕 地区全体の清掃
水 利 組 合
表 5-3-3(4) 津山市野介代野介代土地改良区の概要と農業用水系管理
津 山 市 野 介代 野介1't土地改良区 I土地改良区の概要
<混在地区> O組総 (水利組合との関係)改良区の水源 :律敬のため池土地利用鳩成 下水道普及幸 : 0%
.lLJ'm､fl～凡例 .tLrT ●一.■山林E]JLlB雷 市街地用水路 一部加茂川からのパイプライン②組合員 (鹿家)農家55戸/全戸数300戸戸数は変化はとんとなし③水利施設管理の作業
水利システム 一●
こめ油 作 業 泥さらえ.妊喜刈り 水路倦繕 池干し
靖 彦 5月 随時 数年去 声
実施者 改良区組合員 地元負担30









































事例 市街化の度合い農家数 .人口.開発 非組合員の抹水権碓得の方法 市術化による影響 改良区の尭展方向
市街地 京都市山科区 完全市街化 公共下水道整備溝みな 公共下水道普及前は､排水トラブル多売近年 転入が減少 収入減少のため､解散して､管理業務は市土木手荒所へ移管したい凸
東山土地改良区 ので排水しない 用水路幹線のみ管理しているo少しでも水田がある限りは､用水管理が必要o
混在地区 津山市高野牛の子井堰土地改良区 農家:非農家=1:2垢地域､農用 排水利 (水路は排水専用) 大規模商店の排水の影響が 農地を維持する､農業経営
地区域多いo大規模施設､商店開発が争いo 水島清掃は非農家も兼務であるo 懸念されている○ 意向が比較的高いo
津山市紫保井 農家:非農家=1:5は増減ない 同上 水源の池近くの造成地から 用水系の下流に一つでも田
東苫田土地改良区 が､スプロールによる住宅増著しいo のき尼が池に流入o があるPRり維持o
津山市野介代野介代土地改良区 農家 :非農家=1:5は増減なく大規模農家が多い○住宅団地開尭が多いo -同上 里山の開発がすすみ､降雨時にJHや水路があふれやすいo 里山開発を抑制したい○















































f 収入総額- ??? ? ? ?? ?????????
図5-3-3 市街化の進行に伴う土地改良区の収入の変動
ほと多くないので､1970年








(1) 山林の下Xuりへの町内会参加 (2) 道路 ･公園の美化清掃への町内会参加














































































































農家数(戸】 51033 3912 7_67
自給的農家数 15561 716 4.60
販売農家数 35472 3196 9.01
経営耕地面積 aー) 2983450 259860 8.71
田の面積 2432350 250303 10,29
相の収横面帆販売農案)(a)1705998 192902 ll.31
?




















農 地 農 家
7;I 許 都 市 70.5 82ー】
那 向 日 市 46.6 91_9
布 長 岡 京 市 69.9 99_0
TET鹿 大 山 喝 57 88.6 loo.0
糸 宇 治 市 85.8 78.2
杷 競 娼 市 36.8 75.0
域 久 御 山 町 30.2 29.9
山妓 ^ 佑 市 45.3 46.0田 iヨ 町 29.I ilo.5
那 井 手 町 30.8 65.8
市良 山 坂 町 7.0 29.0茶未 神 町 23.8 71.3
地域 加 正 町 12,2 ll.7
{'l 詐 町 21.9 100.4Zl
屯 弛 同 市 】5.I 68.5
同蕊 周 訊 FT l3.9 27.3





























訪れる人が ｢神社や寺に参拝｣ ｢散策や自然観察｣とほぼ同じ程度に高い割合を占めている｡ ｢林業























図6-2-1 年齢別 ･農林業従事別にみた緑地の訪問とその日的 (亀岡市)
170























ないが､ ｢神社や寺に参拝｣ ｢散策や自然観察｣は多い｡ ｢平野部農村エリア｣では､ ｢農林家｣も
多く､景域管理作業が多くなっている｡同時に､ ｢非農家｣においても ｢下草刈り作業｣のために森
を訪問する人が ｢市街地エリア｣よりも多い｡ ｢山間部農村エリア｣では､ ｢自家菜園｣が非常に少


































図612-2 エリア別 ･農林業従事別にみた緑地の訪問とその日的 (亀岡市)
rLJ"
事せず｣においても ｢草刈り･清掃作業｣のために水辺を訪問する人が ｢市摘地エリア｣よりも多い｡






























































































25_チ(61)38% 農 家(12司 24% 農 家拘 21% 都市P1) 51% ヒ■A,.マンシヨtJが多い(川 36%
自給的農家(8可 25%
伝統的旧市街地(60) 33%
35才(印 31% 自家菜園をしている(8司 22% 貸し農園を借りて(狗 0%
郊外(5司 64% 住宅街(4司 24%45才(甲)33% 自宅で(63) 30%
商店等が多い(1ql 60%









CI Li や J lt の ljZ 宜 a Ji
F15E=ついTF)Ll左 や宇T7六への■上0
.7L山11の【三枝的 =王tlで■文化 モ弗LL'
尽11半のll.Att通 じ r土 とATLあ う
刀 川 や/La:6)7日t:iIド ヤ は 化 娼 Lh
向丘 E3EPで斉 しLlIウリ や 千 丁 ン 7'
山 や泊ま6)能tA･F,7再 ･トレ ･Jキ ン 1
且カモ討 Rと LI=写 JLや 絵5E3111I
Ai5:JTJRtや1.ihSt許しtLJt歩･At事
訂 Elや 地 軸 .T と の 8 〝;EIF0500 5q%
? ? ?
? ? ? ?
? ?
‥?



























図6-3-3 年齢別 ･農林業従事別にみた緑地の訪問とその日的 (津山市)
ulRS]
3) 農林業従事別にみた緑地の訪問とその日的




問する重要なきっかけとなっていることがわかる｡ ｢農家｣で､ ｢薪 ･山菜 ･椎茸等の収穫｣や ｢下
草刈り｣といった景域管理作業のために森に行く人は16-8%と､亀岡市の場合よりもかなり低い｡
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那束I-JZt
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旬ができた_g ⊂コ出歩など阜旦 ■岩軒 や身近q
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蓑6-4-2 年齢 ･農業従事別にみた京都市岩倉地区住民の緑地管理の意向 (回答率)
20才代 80才代 40才代 50才代 60才代 70才～ 農 家 自家菜園 非農家
農家が管理する 4% 5% 5% 4% 12% 5% 11% 7% 6%












3IRJrJL 全年齢層 :｢神社や寺に参拝｣ 農林豪 :景域菅甥 (草刈り.収穫)非農家 散第 -自然観察(里山.手穴守の 30才代以上 :｢散策 一自然観察｣
森等) 30才代 :｢子ともの遊びのつきそい｣



















蘇 農林家と非農家の間に 農林家と非農家の間に目立った遅いはない 森住時期別にも
(里山一錦守の森等) 目立った遠いはない 年齢別にも目立った違いはない 目立った追いはない
水辺 農家と非農家で意向が 20才代の訪問が少ない 中高年､1970年代
(河川 .ため池等) ■異なる 農林家と非農家の問に 来任層に生態系の豊か
目立った違いはない さを求める志向
公国 山間部では利用少ない 30才代の訪問が多い 目立った遅いはない





















































































































訪問の目的のうち ｢アウトドア ･レジャー｣ ｢テニスやサイクル ･モータースポ-ツ｣ ｢バーベキュ
ー｣が ｢20-30才代｣に偏って多い｡逆に訪問の目的のうち ｢自然や集落の景色｣ ｢歴史や伝統
的な文化｣ ｢地域の食 ･味を楽しむ｣は ｢40-60才代｣がより多く挙げている｡ ｢ハイキング･
自然探索｣ ｢ドライブ (ツーリング)旅行｣はそれぞれ ｢30-60才代｣ ｢20-40才代｣が多
い｡ ｢20-30才代｣はより活動的な余暇が目的であり､ ｢40-60才代｣は美山町の特色を味
わおうとする傾向があるように見られる｡
行動グループ別に同様にみると､ ｢1人旅｣は ｢自動二輪｣で繰り返し美山町を訪れ､ ｢趣味の仲
間｣ ｢職場 ･学校サークル｣は ｢日帰り｣が相対的に少なく｢キャンプ･オートキャンプ｣をしたり
公営の宿泊所 ｢自然文化村｣を利用するものが多い｡ ｢1人旅｣ ｢友人と2人｣は ｢5回以上｣と繰
り返し美山町を訪れ ｢自然や集請の景色｣を楽しむ ｢ドライブ (ツーリング)旅行｣が争いが､歴史 ･
文化等には比較的無関心である｡ ｢夫婦｣ ｢子をつれた家族｣ ｢親と家族｣はともに ｢自然や集落の





全入リ 寺窮 別 行iFJケル-7割
喜グJト丁の 込み写 叫七 3鵬 叫モ5Ciモ吋モ tノu長友人と2人 夫嬉 子と貫謹 東と家族 達貢の仲間 毎か 苧尉JA
記入 致- 脚人 1門人 己9人7人 7i人 ;り､ i3人 51人 門人 .~ 37人 43人 65人 45人
交通手投岸在日致 自乱費 77 6Jl:758~7 902 82 29 71 96 97 91 71 71
E軸ニ鵠 13 27 ]8 5 3 60 73 2 2: 15 7
日賠リ 5 8 64 3 89 79 88: 9l :88 73 Bi 5 64
1-2泊 25 32134 6ー ll 18 tl 23 12 27 14 47 36
宿,.I_鰯所 星宿 0ー 1 2 7 J 1 2 5 7
訪問先 真山町のみ 75 72 75 78 80 62 84 63 72 89 77 75 73
玩群回隷 はじめて 37 37 3634 45 27 21 28 38 35: 33 37 51
5回以上 38 Ilo 36 42 34 39 60: 50 34 43 40 32 3t
胃玩の苦思 ぜーひ訪れたい 52 56 524759 47 581 65 50 54 561 49 44
親告かあれば訪れたい 42 LH 39 9 36 4l 35ー 31 47 4ー 37 47 49
抗L問の目的 長i様,農相こ弛む 4 2 4 55 2ー 2 2 3 7 2 2
【托穀国都 自然や集湾の景色 47 34 26164 72 62 33 35 68g 49 56 38: 40
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入リ込み零の,r月聖 H 内r=nT当人鼓 菜 !方 行 Lb
G1 コD-3Dキ代の-人指 ツ-リングのコースとして宍訪中 ｢.SLれあい広iA｣での道産品 (牛乳等)のF先入か比較的多い勺
け占ー 何度もiBhるリピーターが多い.








G6 70-30才代の野菜の仲間 世羅とはスポ-ツ.7ウトド7レジヤ-.絵画写井守か如 ､.宿泊滞在者'tIt6割と多く.キt.ン了やE!
(42) 然文化村の公営の宿泊,gil-を利用する.屈指らしさによリも自然の里か引 こ払 出 あーる.








も ｢体験｣聖に関心をもっているO-方､ ｢貸し農園で指導を受けながら農業体験｣ ｢農村住民と都
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図7-2-6 地域づくりの必要性に対する地元住民の意誠






労完封 ---1‥嘉 託 r･≡蓋書芸買蓋誓言
斬演の｢"日日----" " -'日 貨し農園


















































































































































































題目 ｢国勢統計区を単位とした居住地特性の分析 ･1(統計解析と住宅 ･筒区形成マッ















































題目 ｢ビオ トー プに学ぶこと｣
22. 1996年度日本建築学会大会学術講演梗概集












3. 1994年 群居36号 特集 世界のハウジング
｢壁絵と老朽街区住宅地｣
4･ 1995年 建築文化別冊 日本の住宅戦後50年 戦後日本の住宅 :系譜と展望 ｢環境共生住宅｣





































掌氏 (現琉球大学助教授)､西山徳明氏 (規九州芸術工科大学助教授)､小伊藤直哉氏 (現もえぎ設計)､坂東
亜希子氏 (現京都造形芸術大学助手)､YoonHyoj.in氏 (現京故大学助教授)､吉田友彦氏 (現萱措技術科学大学
助手)に､-tf三を通じた貴重な議論と､有意軽な研究室生活をともに送ることができた｡ここに記して感謝申し
上げる｡
最後に､筆者の遅筆を心配し､さりげなく､研究遂行の助言を与えてくれた両親に､感謝の音を表するO
神吉紀世子
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